
JP 5921522 B2 2016.5.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿載置面に対して開閉可能な原稿カバーと、
　前記原稿カバーにおける前記原稿載置面との対向面に形成された凹部に設けられ、前記
対向面から突出する方向に付勢されると共に、前記原稿カバーが閉じられたときに前記原
稿載置面に載置された原稿に接触して前記凹部に収納される押圧部と、
　前記凹部の側壁と前記押圧部とで形成された間隙から前記原稿載置面に向けて光を照射
可能な光照射手段、又は、他の箇所から入射した光を前記間隙から前記原稿載置面に向け
て反射させるための反射部と、
　を備える画像読取装置。
【請求項２】
　前記原稿載置面に載置された原稿に対して前記原稿載置面の下側から光を照射する第１
光源を更に備え、
　前記原稿カバーが、前記原稿載置面における主走査方向の予め定められた最大読取範囲
の外側であって前記凹部の形成領域と同じ副走査方向の範囲に含まれる位置に形成され、
前記第１光源から照射された光を前記対向面の裏面側に透過させる透光部を含み、
　前記反射部が、前記第１光源から前記透光部を透過して入射した光を前記凹部に向けて
反射させる第１反射部と、前記第１反射部によって前記凹部に入射された光を前記原稿載
置面に向けて反射させる第２反射部とを含む請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
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　前記第２反射部が、前記凹部に入射された光を拡散させる光拡散部と、前記光拡散部に
より拡散された光を前記原稿載置面に向けて反射させる反射面とを含む請求項２に記載の
画像読取装置。
【請求項４】
　前記光拡散部が、前記押圧部を前記対向面から突出する方向に付勢するバネである請求
項３に記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記光照射手段が、前記間隙から前記原稿載置面に向けて光を照射する第２光源である
請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の画像読取装置と、前記画像読取装置により読み取られ
た画像データに基づいて画像を形成可能な画像形成部と、を備える画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿カバーを備える画像読取装置及び画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、原稿載置面に載置された原稿の画像を読取可能なスキャナーなどの画像読取装
置は、原稿載置面に対して開閉可能な原稿カバーを備える。ユーザーは、このような画像
読取装置を用いて原稿の画像を読み取る場合、原稿載置面に原稿を載置して原稿カバーを
閉じる。そして、ユーザーは、画像読取装置に原稿の画像読取処理を実行させた後、原稿
カバーを開けて読み取った原稿を取り出す。ここで、原稿カバーが開かれる際に、原稿載
置面に載置されている原稿が原稿載置面から吹き飛ばされることがある。これに対して、
原稿カバーを開く際に原稿が吹き飛ばないように、原稿カバーにおける原稿載置面との対
向面に多数の突起を設ける技術が知られている（例えば、特許文献１参照。）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３６３７５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、原稿カバーの対向面に突起を設ける構成では、原稿に光が照射される画
像読取処理の実行時に、原稿カバーに設けられている突起の高低差により影が生じ、原稿
から読み取られる画像データに影響を与えることがある。
【０００５】
　本発明の目的は、原稿カバーが開かれる際に原稿が吹き飛ぶことを抑制しつつ、その抑
制に要する部材が原稿から読み取られる画像データに与える影響を軽減することができる
画像読取装置及び画像形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一の局面に係る画像読取装置は、原稿カバーと、押圧部と、光照射手段とを備
える。前記原稿カバーは、原稿載置面に対して開閉可能である。前記押圧部は、前記原稿
カバーにおける前記原稿載置面との対向面に形成された凹部に設けられ、前記対向面から
突出する方向に付勢されると共に、前記原稿カバーが閉じられたときに前記原稿載置面に
載置された原稿に接触して前記凹部に収納される。前記光照射手段は、前記凹部の側壁と
前記押圧部とで形成された間隙から前記原稿載置面に向けて光を照射可能である。
【０００７】
　本発明の他の局面に係る画像形成装置は、画像読取装置と、画像形成部とを備える。前
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記画像読取装置は、原稿カバーと、押圧部と、光照射手段とを備える。前記原稿カバーは
、原稿載置面に対して開閉可能である。前記押圧部は、前記原稿カバーの前記原稿載置面
との対向面に形成された凹部に設けられ、前記対向面から突出する方向に付勢されると共
に、前記原稿カバーが閉じられたときに前記原稿載置面に載置された原稿に接触して前記
凹部に収納される。前記光照射手段は、前記凹部の側壁と前記押圧部とで形成された間隙
から前記原稿載置面に向けて光を照射可能である。前記画像形成部は、前記画像読取装置
で読み取られた画像データに基づいて画像を形成可能である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、原稿カバーが開かれる際に原稿が吹き飛ぶことを抑制しつつ、その抑
制に要する部材が原稿から読み取られる画像データに与える影響を軽減することができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置の構成を示す図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置のＡＤＦの構成を示す図である
。
【図３】図３は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置のＡＤＦの原稿押さえの裏面側
を示す図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置の押圧部及び凹部の要部断面図
である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置の押圧部及び凹部の斜視図であ
る。
【図６】図６は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置のＡＤＦ内部における光路を示
す図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態に係る画像形成装置の押圧部及び凹部の他の例を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態について説明し、本発明の理解に供
する。なお、以下の実施の形態は、本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範
囲を限定する性格のものではない。
【００１１】
［画像形成装置１０の概略構成］
　まず、本発明の実施の形態に係る画像形成装置１０の概略構成について説明する。ここ
に、図１（Ａ）は前記画像形成装置１０の模式断面図、図１（Ｂ）は図１（Ａ）における
Ｃ－Ｃ矢視図である。
【００１２】
　図１（Ａ）及び図１（Ｂ）に示すように、前記画像形成装置１０は、ＡＤＦ１、画像読
取部２、画像形成部３、給紙部４、制御部５、及び操作表示部６を備える。前記画像形成
装置１０は、原稿から画像データを読み取るスキャン機能と共に、プリンター機能、ファ
クシミリー機能、又はコピー機能などの複数の機能を有する複合機である。なお、前記画
像形成装置１０において、前記ＡＤＦ１及び前記画像読取部２を備える構成が本発明に係
る画像読取装置の一例である。また、本発明は、スキャナー、ファクシミリー装置、及び
コピー機などの画像読取装置又は画像形成装置に適用可能である。
【００１３】
　前記画像形成部３は、前記画像読取部２で読み取られた画像データ又は外部のパーソナ
ルコンピューター等の情報処理装置から入力された画像データに基づいて画像形成処理（
印刷処理）を実行する電子写真方式の画像形成部である。具体的に、前記画像形成部３は
、図１（Ａ）に示すように、感光体ドラム３１、帯電装置３２、露光装置（ＬＳＵ）３３
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、現像装置３４、転写ローラー３５、クリーニング装置３６、定着ローラー３７、加圧ロ
ーラー３８、及び排紙トレイ３９を備える。そして、前記画像形成部３では、前記給紙部
４に着脱可能な給紙カセット４１から供給される用紙に以下の手順で画像が形成され、画
像形成後の用紙が前記排紙トレイ３９に排出される。
【００１４】
　まず、前記帯電装置３２によって前記感光体ドラム３１が所定の電位に一様に帯電され
る。次に、前記露光装置３３により前記感光体ドラム３１の表面に画像データに基づく光
が照射される。これにより、前記感光体ドラム３１の表面に画像データに対応する静電潜
像が形成される。そして、前記感光体ドラム３１上の静電潜像は前記現像装置３４によっ
てトナー像として現像（可視像化）される。なお、前記現像装置３４には、前記画像形成
部３に着脱可能なトナーコンテナ３４Ａからトナー（現像剤）が補給される。続いて、前
記感光体ドラム３１に形成されたトナー像は前記転写ローラー３５によって用紙に転写さ
れる。その後、用紙に転写されたトナー像は、その用紙が前記定着ローラー３７及び前記
加圧ローラー３８の間を通過する際に前記定着ローラー３７で加熱されて溶融定着する。
なお、前記感光体ドラム３１の表面に残存したトナーは前記クリーニング装置３６で除去
される。
【００１５】
　前記制御部５は、不図示のＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、及びＥＥＰＲＯＭなどの制御機器
を備える。前記ＣＰＵは、各種の演算処理を実行するプロセッサーである。前記ＲＯＭは
、前記ＣＰＵに各種の処理を実行させるための制御プログラムなどの情報が予め記憶され
る不揮発性の記憶部である。前記ＲＡＭは揮発性の記憶部、前記ＥＥＰＲＯＭは不揮発性
の記憶部である。前記ＲＡＭ及び前記ＥＥＰＲＯＭは、前記ＣＰＵが実行する各種の処理
の一時記憶メモリー（作業領域）として使用される。そして、前記制御部５は、前記ＲＯ
Ｍに予め記憶された各種の制御プログラムを前記ＣＰＵを用いて実行することにより前記
画像形成装置１０を統括的に制御する。なお、前記制御部５は、集積回路（ＡＳＩＣ）な
どの電子回路で構成されたものであってもよく、前記画像形成装置１０を統括的に制御す
るメイン制御部とは別に設けられた制御部であってもよい。
【００１６】
　前記操作表示部６は、前記制御部５からの制御指示に応じて各種の情報を表示する液晶
ディスプレーなどの表示部、及びユーザーの操作に応じて前記制御部５に各種の情報を入
力するハードキー又はタッチパネルなどの操作部を有する。
【００１７】
　前記画像読取部２は、原稿から画像データを読み取り可能な画像読取部である。具体的
に、前記画像読取部２は、図１（Ａ）及び図１（Ｂ）に示すように、原稿台２１、読取ユ
ニット２２、ミラー２３、２４、光学レンズ２５、及びＣＣＤ（Charge Coupled Device
）２６を備える。
【００１８】
　前記原稿台２１は、前記画像読取部２の上面に設けられており、図１（Ｂ）に示すよう
に、原稿載置面２１１及び搬送読取面２１２を備える。前記原稿載置面２１１は、画像デ
ータの読取対象となる原稿が載置される透光性を有するコンタクトガラスである。前記原
稿載置面２１１では、予め定められた載置基準位置２１３に合わせて各種サイズの原稿が
載置される。具体的に、前記原稿載置面２１１では、Ｂ５縦、Ａ４縦、Ｂ５横、Ａ４横、
Ｂ４横、Ａ３横のサイズの原稿が載置可能である。即ち、前記画像形成装置１０における
最大読取可能サイズはＡ３横である。なお、前記載置基準位置２１３は、前記原稿載置面
２１１における主走査方向２１４の中央であってもよい。なお、前記搬送読取面２１２は
、前記ＡＤＦ１により搬送される原稿に対して前記読取ユニット２２から照射される光を
透過する搬送読取用ガラスである。
【００１９】
　前記読取ユニット２２は、光源２２１及びミラー２２２を備え、ステッピングモーター
等の駆動源を用いた不図示の移動機構によって副走査方向２１５へ移動可能に構成されて
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いる。そして、前記駆動源により前記読取ユニット２２が前記副走査方向２１５に移動さ
れると、前記光源２２１から前記原稿台２１上に照射される光が前記副走査方向２１５に
走査される。
【００２０】
　前記光源２２１は、前記主走査方向２１４に沿って配列された多数の白色ＬＥＤを備え
る。そして、前記光源２２１は、前記原稿台２１の前記原稿載置面２１１又は前記搬送読
取面２１２を透過させて原稿に前記主走査方向２１４の１ライン分の白色光を前記原稿載
置面２１１又は前記搬送読取面２１２の下側から照射する。なお、前記光源２２１は、前
記主走査方向２１４において前記原稿載置面２１１に対応する幅の白色光を照射する。前
記光源２２１による光の照射位置が前記画像読取部２による画像データの読取位置であり
、前記読取位置は前記読取ユニット２２の前記副走査方向２１５の移動に伴って前記副走
査方向２１５に移動する。具体的に、前記読取ユニット２２は、前記原稿載置面２１１に
載置された原稿から画像データを読み取る際には前記光源２２１の光が前記原稿載置面２
１１を通過する位置に移動される。ここに、前記光源２２１が、第１光源の一例である。
また、前記ＡＤＦ１によって搬送される原稿から画像データを読み取る際には、前記読取
ユニット２２は前記光源２２１の光が前記搬送読取面２１２を通過する位置に移動される
。
【００２１】
　前記ミラー２２２は、前記光源２２１から照射されて前記原稿台２１上の前記読取位置
にある原稿の表面で反射した後の光を前記ミラー２３に向けて反射させる。そして、前記
ミラー２２２で反射した光は、前記ミラー２３、２４によって前記光学レンズ２５に導か
れる。前記光学レンズ２５は、前記ミラー２４から入射した光を集光して前記ＣＣＤ２６
に入射させる。
【００２２】
　前記ＣＣＤ２６は、受光した光をその光量に応じた電気信号（電圧）に変換し、画像デ
ータとして出力する光電変換素子を有するイメージセンサーである。そして、前記ＣＣＤ
２６は、前記光源２２１から光が照射されたときに前記原稿から反射して入射する反射光
に基づく電気信号を前記原稿の画像データとして前記制御部５に入力する。
【００２３】
　前記ＡＤＦ１は、図１（Ａ）及び図２に示すように、原稿セット部１１、複数の搬送ロ
ーラー１２、原稿押さえ１３、排紙部１４、及び原稿押さえ１５を備える自動原稿搬送装
置である。また、前記ＡＤＦ１は、前記原稿台２１に対して開閉可能に支持されており、
前記原稿載置面２１１に載置される原稿を覆うための原稿カバーを兼ねている。もちろん
、前記画像形成装置１０が、前記ＡＤＦ１を備えておらず、前記原稿台２１に対して開閉
可能な原稿カバーを備える構成も他の実施形態として考えられる。
【００２４】
　前記ＡＤＦ１では、前記搬送ローラー１２各々が不図示のモーターで駆動されることに
より、前記原稿セット部１１に載置された原稿が前記画像読取部２による画像データの読
取位置を通過して前記排紙部１４まで搬送される。これにより、前記画像読取部２は、前
記ＡＤＦ１により搬送される原稿から画像データを読み取ることが可能である。また、前
記原稿押さえ１５は、前記ＡＤＦ１における前記原稿載置面２１１との対向面であって、
前記原稿載置面２１１を覆う広さの平面を有する白色の板状部材又はシート部材である。
【００２５】
　ところで、前記ＡＤＦ１が開かれる際に、前記原稿載置面２１１に載置されている原稿
が前記原稿載置面２１１から吹き飛ばされることがある。これに対し、前記ＡＤＦ１を開
く際に原稿が吹き飛ばないように、前記ＡＤＦ１における前記原稿載置面２１１との対向
面に多数の突起を設ける技術が知られている。しかしながら、前記突起を設ける構成では
、原稿に光が照射される画像読取処理の実行時に、前記突起の高低差により影が生じ、原
稿から読み取られる画像データに影響を与えることがある。一方、前記画像形成装置１０
では、後述するように、前記ＡＤＦ１が開かれる際に原稿が吹き飛ぶことが抑制されると
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共に、その抑制に要する部材が原稿から読み取られる画像データに与える影響が軽減され
ている。
【００２６】
　まず、図２～図６を参照しつつ、前記ＡＤＦ１が開かれる際に原稿が吹き飛ぶことを抑
制するために前記画像形成装置１０が備える構成について説明する。
【００２７】
　前記画像形成装置１０では、図２及び図３に示すように、前記ＡＤＦ１に押圧部１６及
び凹部１７が設けられている。なお、図２及び図３における一点鎖線は、前記原稿載置面
２１１における前記主走査方向２１４の予め定められた最大読取範囲Ｘ１を示す。前記画
像形成装置１０における前記最大読取範囲Ｘ１は、前記載置基準位置２１３に合わせて前
記原稿載置面２１１に載置されるＡ３横サイズの原稿に対応する範囲である。
【００２８】
　前記凹部１７は、前記原稿押さえ１５において前記載置基準位置２１３に対応する位置
に設けられている。なお、前記載置基準位置２１３が、前記原稿載置面２１１における前
記主走査方向２１４の中央である場合には、前記押圧部１６が前記載置基準位置２１３に
対応する位置に設けられ、前記凹部１７が前記主走査方向２１４における前記最大読取範
囲Ｘ１の外側に設けられる。
【００２９】
　前記凹部１７は、前記ＡＤＦ１における前記原稿載置面２１１との対向面である前記原
稿押さえ１５に形成された有底直方体形状の凹部であり、前記原稿押さえ１５の裏面側に
突出する形状である。なお、前記原稿押さえ１５の裏面側は、前記ＡＤＦ１の筐体と前記
原稿押さえ１５との間、又は前記ＡＤＦ１の内部であって外部に露出していない。また、
前記凹部１７は、図５（Ａ）及び図５（Ｂ）に示すように、前記押圧部１６の摺動を誘導
するレール部１７１を含む。具体的に、前記レール部１７１は、前記原稿押さえ１５に垂
直な方向に形成された開口部である。
【００３０】
　前記押圧部１６は、前記凹部１７に摺動可能に設けられている。より具体的に、前記押
圧部１６は、図５（Ａ）及び図５（Ｂ）に示すように、前記凹部１７に対する前記押圧部
１６の摺動範囲を規制する複数の係止部１６２を含む。前記係止部１６２は、前記原稿押
さえ１５に形成された開口部の外側に突出する爪部を有している。そして、前記係止部１
６２は、前記押圧部１６の前記原稿押さえ１５から突出する方向への移動を前記原稿押さ
え１５における前記凹部１７の縁部と前記係止部１６２の爪部との接触によって規制する
。
【００３１】
　また、前記係止部１６２のうち後述の第１反射部１９側の位置に設けられた前記係止部
１６２を除く３つの前記係止部１６２は、前記凹部１７の前記レール部１７１に沿って前
記原稿押さえ１５に垂直な方向に移動可能である。なお、前記係止部１６２は、前記押圧
部１６が前記凹部１７内に収納された状態で、前記凹部１７の前記レール部１７１を閉鎖
するように、前記レール部１７１と平行な方向に長尺状に形成されている。
【００３２】
　そして、図４に示すように、前記押圧部１６と前記凹部１７との間には、前記押圧部１
６を前記原稿押さえ１５から突出する方向に付勢する付勢部材１６１が設けられている。
具体的に、前記付勢部材１６１は、一端が前記凹部１７の底面１７３に固定され、他端が
前記押圧部１６に固定されたコイルバネなどの弾性部材である。これにより、前記ＡＤＦ
１が開いている場合、前記押圧部１６は、前記付勢部材１６１によって付勢されて前記原
稿押さえ１５から突出した状態になる。一方、前記ＡＤＦ１が閉じた場合、前記押圧部１
６は、前記原稿載置面２１１に載置された原稿に接触することにより前記付勢部材１６１
が圧縮されて前記凹部１７に収納された状態になる。
【００３３】
　従って、前記ＡＤＦ１が開かれて前記原稿押さえ１５が原稿から離れるときには前記押
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圧部１６が前記原稿押さえ１５から突出して原稿を押さえる状態となり、その後、前記Ａ
ＤＦ１が更に開かれたときに前記押圧部１６も原稿から離れることになる。これにより、
前記画像形成装置１０では、前記ＡＤＦ１が開かれる際に原稿が吹き飛ぶことが抑制され
る。
【００３４】
　また、前記画像形成装置１０では、前記ＡＤＦ１が閉じた状態において、前記押圧部１
６が前記凹部１７に収納される。そのため、前記原稿押さえ１５と前記押圧部１６との間
に高低差が生じない。従って、前記押圧部１６及び前記凹部１７の存在が原稿から読み取
られる画像データに与える影響が軽減される。
【００３５】
　ところで、前記押圧部１６が前記凹部１７に対して摺動可能であるため、前記凹部１７
及び前記押圧部１６の間には間隙Ｃ１（図４参照）が形成されている。そのため、前記原
稿載置面２１１に載置された原稿から画像データを読み取る際に、前記間隙Ｃ１の存在が
前記画像データに影響を与えるおそれがある。そこで、前記画像形成装置１０は、前記間
隙Ｃ１による前記画像データへの影響を抑制する構成を備える。
【００３６】
　以下、図２～図６を参照しつつ、前記押圧部１６及び前記凹部１７の存在が、前記画像
読取部１によって前記原稿載置面２１１の原稿から読み取られる画像データに与える影響
を抑制するために前記画像形成装置１０が備える構成について説明する。
【００３７】
　前記画像形成装置１０では、図２及び図３に示すように、前記ＡＤＦ１に透光部１８及
び第１反射部１９が設けられている。前記透光部１８は、前記主走査方向２１４において
前記最大読取範囲Ｘ１の外側であって、前記凹部１７と同じ前記副走査方向２１５の範囲
に含まれる位置に形成されている。例えば、前記透光部１８は、前記原稿押さえ１５に形
成されて前記原稿押さえ１５の表裏面を貫通する貫通口及び前記貫通口に嵌挿された透光
性の平板状部材を有する。これにより、前記透光部１８は、図６に示すように、前記画像
形成装置１０における前記読取ユニット２２による画像データの読み取り時に前記光源２
２１から照射される光Ｌ１を前記原稿押さえ１５の裏面側に透過させる。なお、前記透光
部１８は、前記平板状部材を有しない単なる開口部であってもよい。
【００３８】
　前記第１反射部１９は、図３に示すように、前記原稿押さえ１５の裏面側において、前
記透光部１８の上方に傾斜して配置されたミラーである。これにより、前記第１反射部１
９は、図６に示すように、前記光源２２１から前記透光部１８を透過した光Ｌ１を前記押
圧部１６及び前記凹部１７に向けて反射させる。
【００３９】
　一方、図５（Ａ）及び図５（Ｂ）に示すように、前記凹部１７における前記第１反射部
１９との対向面には、前記第１反射部１９から入射する光を前記凹部１７内に入射させる
ための開口部１７２が形成されている。同じく、図５（Ａ）及び図５（Ｂ）に示すように
、前記押圧部１６における前記第１反射部１９との対向面にも、前記第１反射部１９から
入射する光を前記凹部１７内に入射させるための開口部１６３が形成されている。そのた
め、前記ＡＤＦ１が閉じられた状態、即ち前記押圧部１６が前記凹部１７に収納された状
態において、前記第１反射部１９からの反射光は、前記凹部１７の前記開口部１７２及び
前記押圧部１６の前記開口部１６３を経て前記凹部１７の内部に入射される。
【００４０】
　また、前記凹部１７内に配置された前記付勢部材１６１は、前記第１反射部１９から入
射する光を拡散させる形状を有するコイルバネである。ここに、前記付勢部材１６１が本
発明に係る光拡散部の一例である。これにより、前記凹部１７に入射する光が前記付勢部
材１６１によって前記間隙Ｃ１から前記原稿載置面２１１に照射される。なお、前記押圧
部１６が前記凹部１７に収納された状態では、前記レール部１７１が前記係止部１６３に
よって閉鎖されるため、前記付勢部材１６１によって拡散された光が前記凹部１７の外部
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への漏出が抑制される。ところで、前記レール部１７１は、前記凹部１７の側壁の内側に
設けられた溝状のレールであって前記凹部１７の側壁に開口部を形成しない形状であって
もよい。また、前記付勢部材１６１の形状は前記第１反射部１９から入射する光を拡散さ
せることが可能であればコイルバネに限らない。
【００４１】
　そして、前記凹部１７の底面１７３は、前記付勢部材１６１で拡散した光を前記間隙Ｃ
１から前記原稿載置面２１１に向けて反射させる反射面として機能する。ここに、前記付
勢部材１６１及び前記底面１７３が第２反射部の一例である。特に、前記底面１７３には
、光反射率の高い高反射シートなどが貼付されていることが考えられる。これにより、前
記凹部１７に入射する光が前記底面１７３によって前記間隙Ｃ１から前記原稿載置面２１
１に向けて照射される。ここに、前記第１反射部１９、前記付勢部材１６１及び前記底面
１７３が本発明に係る光照射手段の一例である。
【００４２】
　以上説明したように、前記画像形成装置１０では、前記原稿載置面２１１に載置された
原稿から前記読取ユニット２２によって画像データが読み取られる際に、前記間隙Ｃ１か
ら前記原稿載置面２１１に向けて光が照射される。より具体的には、前記副走査方向２１
５における前記押圧部１６及び前記凹部１７の形成領域に対応する原稿の画像データが読
み取られる際に、前記間隙Ｃ１から前記原稿載置面２１１に向けて光が照射される。従っ
て、前記ＡＤＦ１に前記押圧部１６及び前記凹部１７を設けたことにより形成される前記
間隙Ｃ１が、原稿から読み取られる画像データに与える影響が抑制される。例えば、前記
間隙Ｃ１に対応する位置で前記間隙Ｃ１の形状の黒い影が読み取られることが抑制される
。また、前記画像形成装置１０では、前記読取ユニット２２の前記光源２１１から照射さ
れた光が、前記第１反射部１９及び前記反射面１７３によって前記間隙Ｃ１から前記原稿
載置面２１１に向けて照射される。そのため、前記間隙Ｃ１から前記原稿載置面２１１に
向けて光を照射させる光源を別途設ける必要がない。
【００４３】
［他の実施形態］
　ところで、前記画像形成装置１０が、前記光源２２１とは別に、前記間隙Ｃ１から前記
原稿載置面２１１に向けて光を照射するための第２光源を有することも他の実施形態とし
て考えられる。例えば、前記凹部１７の内部に白色光を照射可能なＬＥＤ光源（第２光源
の一例）を設けることが考えられる。これにより、例えば前記原稿載置面２１１の全面を
覆うようなサイズの原稿が前記原稿載置面２１１に載置される場合にも、前記制御部５が
前記凹部１７に設けられた光源を点灯させることで、前記間隙Ｃ１から光を照射させるこ
とが可能となる。
【００４４】
　また、前記画像形成装置１０が、前記原稿押さえ１５において前記副走査方向２１５の
位置が異なる場所に、複数組の前記押圧部１６、前記凹部１７、前記透光部１８、及び前
記第１反射部１９を備える構成も他の実施形態として考えられる。また、前記画像形成装
置１０が、前記原稿押さえ１５において前記副走査方向２１５及び前記主走査方向２１４
の両方の位置が異なる場所に、複数組の前記押圧部１６、前記凹部１７、前記透光部１８
、及び前記第１反射部１９を備える構成も他の実施形態として考えられる。このような構
成によれば、前記原稿載置面２１１に載置された原稿を押さえる箇所が増加するため、前
記ＡＤＦ１が開けられる際に原稿が吹き飛ぶことがより効果的に抑制される。
【００４５】
　さらに、前記押圧部１６及び前記凹部１７の形状は、図４及び図５に示したものに限ら
れない。例えば、前記画像形成装置１０が、図７（Ａ）及び図７（Ｂ）に示すように、前
記押圧部１６に代えて、前記押圧部１６における原稿との接触面が円形である押圧部１６
０を備えることが考えられる。この場合、前記画像形成装置１０は、図７（Ａ）及び図７
（Ｂ）に示すように、前記凹部１７に代えて、前記押圧部１６の形状に対応する有底円柱
形状の凹部１７０を備える。そして、図７（Ａ）及び図７（Ｂ）に示す前記押圧部１６０
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では、前記係止部１６２が前記押圧部１６０の周方向における３箇所に等間隔で設けられ
ている。これにより、図７（Ａ）及び図７（Ｂ）に示す前記押圧部１６０及び前記凹部１
７０では、図５（Ａ）及び図５（Ｂ）に示した構成と比較して前記押圧部１６０の開口部
１６３が広く設けられており、より多くの光が前記第１反射部１９から前記凹部１７０の
内部に照射される。なお、前記押圧部１６０の原稿との接触面が円形であり前記凹部１７
０が有底円柱形状である場合には、前述のように前記係止部１６２が周方向における３箇
所であっても前記押圧部１６０を前記凹部１７０に対して安定して摺動させることが可能
である。
【符号の説明】
【００４６】
１　　：ＡＤＦ
１５　：原稿押さえ
１６　：押圧部
１６１：付勢部材
１６２：係止部
１６３：開口部
１７　：凹部
１７１：レール部
１７２：開口部
１７３：反射面（第２反射部）
１８　：透光部
１９　：第１反射部
２　　：画像読取部
２１　：原稿台
２１１：原稿載置面
２２　：読取ユニット
２２１：光源
３　　：画像形成部
４　　：給紙部
５　　：制御部
６　　：操作表示部
１０　：画像形成装置
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